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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成29年3月2日(2017.3.2)
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   Ｃ２２Ｃ   27/02     １０３　
   Ｃ２２Ｃ   27/02     １０２Ｚ
   Ｈ０１Ｇ    9/24     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｇ    9/05     　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｇ    9/24     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月26日(2017.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焼結体の製造法であって、次の工程：
ａ）バルブ金属を含むかまたはバルブ金属からなる粉末である粉末、とりわけ、請求項２
２または２３記載のバルブ金属粉末をプレス加工する工程、
ｂ）工程ａ）で得られたグリーン成形体を還元剤と一緒に、当該グリーン成形体が固体ま
たは液状の還元剤と直接に接触しないかまたは固体または液状の還元剤との直接の接触に
到らないように、準備する工程、
ｃ）前記粉末を焼結して焼結体に変えると同時に当該焼結体内の前記バルブ金属の酸素含
量が減少されるように加熱する工程；および
ｄ）酸化された還元剤を鉱酸により除去する工程
を含み、
工程ｃ）における焼結体が、酸素含量２４００～３６００ｐｐｍ・ｇ／ｍ2を有する、前
記方法。
【請求項２】
　工程ｃ）における加熱は、８００℃～１４００℃、特に９００℃～１２００℃、殊に９
００℃～１１００℃の範囲内の温度で行なわれることを特徴とする、請求項１記載の方法
。
【請求項３】
　前記還元剤は、リチウムおよびアルカリ土類金属、特にマグネシウムまたはカルシウム
、とりわけマグネシウムからなる群から選択されていることを特徴とする、請求項１また
は２記載の方法。
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【請求項４】
　前記バルブ金属粉末は、１．５ｍ2／ｇ～２０ｍ2／ｇ、特に２．０ｍ2／ｇ～１５ｍ2／
ｇ、殊に３．０ｍ2／ｇ～１０ｍ2／ｇ、とりわけ４～８ｍ2／ｇのＢＥＴ表面積を有する
ことを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記粉末は、ワイヤーの周囲で、とりわけバルブ金属からなるワイヤーの周囲でプレス
加工されることを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記還元剤は、固体または液状の形でバルブ金属とは空間的に別々に存在することを特
徴とする、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記粉末は、圧粉密度が４．５ｇ／ｃｍ3～９ｇ／ｃｍ3、特に５ｇ／ｃｍ3～８ｇ／ｃ
ｍ3、さらに有利に５．５ｇ／ｃｍ3～７．５ｇ／ｃｍ3、殊に５．５ｇ／ｃｍ3～６．５ｇ
／ｃｍ3になるまでプレス加工されることを特徴とする、請求項１から６までのいずれか
１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記バルブ金属粉末は、３０００ｐｐｍ・ｇ／ｍ2を上回る、殊に３５００ｐｐｍ・ｇ
／ｍ2を上回る、さらに有利に４１００～８０００ｐｐｍ・ｇ／ｍ2の酸素含量を有するこ
とを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　焼結工程ｃ）には、５００℃未満、特に２００℃～４００℃の温度での窒化が引き継が
れることを特徴とする、請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記バルブ金属粉末は、タンタルまたはニオブからなる群から選択されていることを特
徴とする、請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記バルブ金属粉末は、１０～２００μｍ、特に１５～１７５μｍの平均粒径Ｄ５０を
有することを特徴とする、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記焼結体内のバルブ金属の酸素含量は、大気圧未満の圧力で、とりわけ、５０～８０
０ｈＰａ、有利に６００ｈＰａ未満、殊に１００～５００ｈＰａのガス圧で減少されるこ
とを特徴とする、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　工程ｄ）には、化成工程ｅ）が引き継がれることを特徴とする、請求項１から１２まで
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　工程ｄ）における酸化された還元剤の除去は、焼結体の化成と同時に行なわれることを
特徴とする、請求項１から１３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　工程ｄ）における化成は、液状電解質の存在下に行なわれることを特徴とする、請求項
１から１４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記液状電解質は、少なくとも１つの鉱酸とともに、過酸化水素（Ｈ2Ｏ2）を含むこと
を特徴とする、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　請求項１から１６までのいずれか１項に記載の方法によって得ることができる焼結体。
【請求項１８】
　前記焼結体が１．５～１０ｍ2／ｇ、特に２～８ｍ2／ｇ、殊に３～６ｍ2／ｇのＢＥＴ
表面積を有することを特徴とする、請求項１７記載の焼結体。
【請求項１９】
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　前記焼結体が２０００～４０００ｐｐｍ・ｇ／ｍ2、有利に２５００～３５００ｐｐｍ
・ｇ／ｍ2、殊に２７００～３５００ｐｐｍ・ｇ／ｍ2の酸素含量を有することを特徴とす
る、請求項１７または１８記載の焼結体。
【請求項２０】
　前記焼結体が、とりわけ、
ｉ）３００ｐｐｍ未満、特に０．１ｐｐｍ～３００ｐｐｍの量の窒素、
ｉｉ）１０ｐｐｍ未満、特に０．０１ｐｐｍ～１０ｐｐｍの量のホウ素、
ｉｉｉ）２０ｐｐｍ未満、特に０．１ｐｐｍ～１０ｐｐｍの量の硫黄、
ｉｖ）２０ｐｐｍ未満、特に０．０１ｐｐｍ～２０ｐｐｍの量のケイ素、
ｖ）１０ｐｐｍ未満、特に０．０１ｐｐｍ～１０ｐｐｍの量のヒ素および
ｖｉ）２０ｐｐｍ未満、特に０．１ｐｐｍ～２０ｐｐｍの量のリン
からなる群から選択された、焼結抑制剤を含有し、その際に、ｐｐｍ値は、そのつど、質
量割合に対するものであることを特徴とする、請求項１７から１９までのいずれか１項に
記載の焼結体。
【請求項２１】
　電子素子、殊にコンデンサのための、請求項１７から２０までのいずれか１項に記載の
焼結体の使用。
【請求項２２】
　バルブ金属粉末であって、
ｉ）４１００ｐｐｍ・ｇ／ｍ2を上回る、特に４１００ｐｐｍ・ｇ／ｍ2～８０００ｐｐｍ
・ｇ／ｍ2の量の酸素、
ｉｉ）３００ｐｐｍ未満、特に０．１ｐｐｍ～３００ｐｐｍの量の窒素、
ｉｉｉ）１０ｐｐｍ未満、特に０．０１ｐｐｍ～１０ｐｐｍの量のホウ素、
ｉｖ）２０ｐｐｍ未満、特に０．１ｐｐｍ～１０ｐｐｍの量の硫黄、
ｖ）２０ｐｐｍ未満、特に０．０１ｐｐｍ～２０ｐｐｍの量のケイ素、
ｖｉ）１０ｐｐｍ未満、特に０．０１ｐｐｍ～１０ｐｐｍの量のヒ素および
ｖｉｉ）２０ｐｐｍ未満、特に０．１ｐｐｍ～２０ｐｐｍの量のリン
を含み、その際に、ｐｐｍ値は、そのつど、質量割合に対するものである、前記バルブ金
属粉末。
【請求項２３】
　前記バルブ金属粉末が１．５ｍ2／ｇ～２０ｍ2／ｇ、特に２．０ｍ2／ｇ～１５ｍ2／ｇ
、殊に３．０ｍ2／ｇ～１０ｍ2／ｇ、とりわけ４．０～８．０ｍ2／ｇのＢＥＴ表面積を
有することを特徴とする、請求項２２記載のバルブ金属粉末。
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